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試料 ruby(0.0034W70- 4K)には C軸に平行に Starkを加え,C軸に平行また
は少し傾けて静磁場をかけた｡cw十rubylaser(-77K)を試料 mbyのR1線の中の一







またechostatesの片方のみを採 り出して singlestatestimulatedecho で実験を行なう
ことが可能で,二つのechostatesの一方ずつの準位構造や緩和を分離して調べることが
できる｡
cr3十とAl核の superhyperfine相互作用及びAl核と結晶場との電気四重極子相互作
用のparametersは従来ENDOR,PENDOR及び2-pulsephotonechoの実験で決定さ
れていたが,それらの値を用いたmodulationの計算結果と実験結果とは,特にT>T2
の時間領域において不一致を示す｡これはStimulatedphotonechomodulationの実験に
よってこれらのparametersのより精密な決定が可能であることを示している｡
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